






要約:日本人正常集団10人について肝骨腎型アルカリホスファターゼ遺伝子におけるRFLP

を各種制限酵素(BclⅠ,SacⅠ,PvuⅡ,PstⅠ)で検討し,BclⅠおよびSac1によりRFLPが検出

された。BclⅠでは,7.4kb と 4.3kb に RFLP がみられ,対立遺伝子頻度は,0.45,0.55 であっ

た。SacI では,.9.Okb と 6.Okb に RFLP がみられ,対立遺伝子頻度は,0.75,0.25 であった。

RFLP を用いた乳児型低ホスファターゼ症の出生前診断の可能率は,BclⅠで 43%,SacⅠで

34%,両者を用いた場合は,57%と推測された。 


